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中国雲南省麗江で、毛布にくるまり塞さに耐

える被災者たち（テレビ画面から、ロイター）

　
［
北
京
４
日
＝
大
江
志
仲
］

四
日
の
新
華
社
通
信
に
よ
る

と
、
中
国
雲
南
省
北
西
部
の
麗

江
納
西
（
ナ
シ
）
族
自
港
頭
一

帯
で
三
日
午
後
七
時
十
四
分

　
（
日
本
時
間
同
八
時
十
四
分
）

ご
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
・
Ｏ
の
強
い
地
震
が
発
生

し
、
四
日
夜
ま
で
に
少
な
く
と

も
死
者
二
百
二
十
八
入
と
一
万

三
千
七
百
人
の
け
が
人
が
出
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
雲
南
省
当
局
は
災
害
救
援
本

雲南省

部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
軍
隊

を
投
入
し
て
救
援
作
業
を
続
け

て
い
る
が
、
同
自
治
県
付
近
で

は
老
朽
家
屋
の
一
割
が
倒
壊
し

て
お
り
、
犠
牲
者
は
さ
ら
に
増

え
そ
う
だ
。
中
国
政
府
も
同
日

午
後
、
呉
邦
国
訓
首
相
を
団
長

と
す
る
慰
問
団
を
現
地
に
派
遣

し
た
。
慰
問
団
は
雲
南
省
政
府

と
と
も
に
救
援
活
動
の
指
揮
を

と
る
。

　
地
元
の
地
震
観
測
当
局
に
よ

る
と
、
震
源
地
は
同
省
の
省
都

・
昆
明
か
ら
北
西
約
三
百
一
付

近
の
納
西
族
自
治
県
と
中
旬
県

の
中
間
地
点
。
負
傷
者
の
内
訳

は
里
偏
約
三
千
七
百
人
、
軽
傷

約
一
万
人
。
現
地
で
は
電
気
、

水
と
も
供
給
不
能
に
な
っ
て
お

り
、
外
部
と
連
絡
が
と
れ
な
い

地
域
も
出
て
い
る
模
様
だ
。

　
地
震
発
生
後
、
人
民
解
放
軍

を
中
心
と
す
る
約
二
千
人
の
救

援
隊
や
医
療
班
が
現
地
入
り
し

被
災
者
の
救
出
、
捜
索
に
あ
た

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
独
特
の
民
族
伝
統
文
化
を
誇

る
雲
南
省
は
海
外
と
く
に
日
本

か
ら
の
旅
行
者
の
多
い
地
域
だ

が
、
現
地
当
局
者
に
よ
る
と
被

害
者
に
外
国
人
は
い
な
い
模
様

だ
。
　
雲
南
省
で
は
、
昨
年
十
月
に

も
Ｍ
６
・
５
の
地
震
が
起
き

た
ば
か
り
。
中
国
国
家
地
震

局
は
今
年
一
月
、
同
価
周
辺
で

Ｍ
６
－
フ
ク
ラ
ス
の
地
震
が

起
き
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
ら
を
派
遣

　
中
国
・
雲
南
省
で
死
者
二
百

二
十
八
入
、
一
万
三
千
七
百
人

の
け
が
人
を
出
し
た
地
震
で
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
は

四
日
、
医
療
支
援
と
し
て
医
師

ら
三
人
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
岩
永
資
隆
医
師

（
Ｊ
）
（
岡
山
市
）
と
看
護
婦
の

加
藤
奈
津
子
さ
ん
（
五
二
）
（
大
阪

市
）
、
調
整
員
の
笹
山
徳
治
さ

ん
（
四
四
）
（
広
島
県
福
山
市
）
。

栄
養
補
給
の
点
滴
セ
ッ
ト
や
抗

生
物
質
、
解
熱
鎮
痛
剤
計
四
十

診
の
支
援
物
資
な
ど
を
用
意
し

て
五
日
朝
、
関
西
国
際
空
港
か

ら
香
港
経
由
で
広
州
へ
行
き
、

広
東
省
人
民
病
院
の
医
師
ら
三

人
と
合
流
し
、
百
万
円
相
当
の

医
薬
品
を
調
達
。
早
け
れ
ば
六

日
に
も
現
地
入
り
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
中
国
地
震
義
援

金
の
振
込
先
は
郵
便
振
替
で

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
０
１
２
５
０
・

２
・
４
０
ｎ
’
０
９
）
」
へ
。
通

信
欄
に
「
中
国
」
と
明
記
す
る

こ
と
。
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